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※本製品は、「輸出貿易管理令別表第1の16項に掲載の貨物」に該当しますので、輸出する場合は「用途」「需要者」
などの確認が必要となり場合によっては経済産業大臣の許可が必要となります。（これらの要件は輸出車に於いて
ご確認ください。

※「Android」は、Google LLCの商標または登録商標です。

※「iPhone」は、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。
iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスにもとづき使用されています。
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給水方式

直圧方式

直結増圧方式

直結給水方式
（水道直結方式）

間接給水方式
（受水槽方式）

小形圧力タンク方式

大形圧力タンク方式

高置水槽方式

圧送方式

圧力タンク方式

速度制御方式

吐出し圧力一定制御

推定末端圧力一定制御

1.給水方式の分類
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ポンプ

加圧給水給水装置

受水槽

水道本管

【現行製品】
F3100:BN型
F3200:BK型
F1300:BI型
F1000:BD型
F2000:BT型

間接給水
圧送方式
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間接給水
高置水槽方式

一旦受水槽に蓄え
た水をポンプで屋
上の高置水槽まで
揚水し、自然落差
により各階への給
水をおこないます。

揚水ポンプ

受水槽

水道本管
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2. 各種ポンプ選定方法

ポンプ選定において確認事項
①:水量（次頁にて算出方法参照）

②:揚程（圧力）（次頁にて算出方法参照）

③:電源（単相・三相 100V or 200V他）

④:接続予定口径

⑤:使用用途（例:給水・排水・循環等）

⑥:設置場所（屋内・屋外）

⑦:設置方法 陸上設置・水中（排水槽・釜場等）設置
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2. 各種ポンプ選定方法(水量算出)

水量算出方法
集合住宅の場合(エバラハンドブックより抜粋)
戸数or人員より算出
一般的には下記2つの方法が使用されています。
・優良住宅部品認定（BL）の算定式

10戸未満 Q=42N0.33

10戸～600戸未満 Q=19N0.67

600戸以上 Q=2.8N0.97

ここで、Q:瞬時最大使用水量(L/min) N:戸数
ただし、1人1日あたりの使用水量 250L/人/日とする

・「東京都水道局中小規模集合住宅における水使用実態調査」に基づく方法
1人～30人 Q=26P0.36

31人～ Q=15.2P0.51

ここで、Q:瞬時最大使用水量 P:人数

一覧は次頁参照
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2. 各種ポンプ選定方法(水量算出参考資料)
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2. 各種ポンプ選定方法(水量算出参考資料)

Copyright(c) Ebara Corporation, All rights reserved9

2. 各種ポンプ選定方法(水量算出)

水量算出方法
排水の場合
・配管口径から目安水量算出

・排水槽容量から水量算出
排水槽満水時に10～20分程で排水できる能力とすることが一般
的です。
例:排水槽容量2000L
約10分で排水できる能力とする
水量:2000L ÷ 10(min) = 200L/min
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2. 各種ポンプ選定方法(揚程(圧力)算出方法)

揚程算出方法
集合住宅給水の場合
建物高さより算出
・荏原製作所において揚程算出を行う場合下記要領に基づいて算出

揚程 = 建物高さ(m) × 1.2(損失水頭) + 20m(25m)⇒末端水圧

アパート・マンションにおいては1フロア約3mとして算出することが多い

例:住宅3階建ての場合、ポンプの必要揚程は何m必要か。

揚程 = 3(階)×3(m) × 1.2 + 25(m)
= 30.8m

上記より【30.8m】ポンプ揚程ありますと住宅へ問題なく供給できるものと
なります。
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2. 各種ポンプ選定方法(揚程(圧力)算出方法)

揚程算出方法
排水の場合
排水管⾧さ・高さより算出(今回は概略選定とした場合とします)
算出において必要条件
・横引きの⾧さ ・排水先までの高さ
上記からの求め方
揚程 = 排水管総⾧さ(m) × 0.1(係数) + 排水管高さ(m)

例:排水ポンプにおいて横引き50m、高さ2m先まで排水したい場合は何m
揚程が必要か。

揚程 = 50 ×0.1 + 2(m)
= 7m

上記より【7m】ポンプ揚程ありますと排水先へ排水できるものとなります。
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逆止弁（内蔵）

呼水栓

電動機

ポンプ

相フランジ
（吸込側）

圧力タンク 水抜き弁

タンク用
ボール弁

相フランジ
（吐出側）

ユニット
ベース

フロースイッチ

サーミスタ

圧力センサ

制御盤

3. 推定末端圧力一定給水ユニットの構造
（代表:フレッシャー３１００ ／ ＢＮＡＭＥ型）
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ノイズフィルタ

ＡＣリアクトル

漏電遮断器
（ＥＬＢ）

電源端子

ヒータ端子 インバータ
外部出力端子

メイン基板

表示基板
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3. 当社製品の特⾧（フレッシャー３１００ ／ ＢＮＡＭＥ型）

※Android端末専用
iPhoneは非対応
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＜各種運転情報を簡単確認＞
●機器情報
（製造番号・機名）

●運転状況
（運転停止・圧力
周波数 ・電流
温度）

●故障情報
（警報履歴）

●設定情報
（設定値）

※表示はイメージ画面です。
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＜入手情報を簡単送信＞

読取った情報はテキストファイルに
変換され、メールに添付できます。

※予め、専用アプリが必要です。
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操作表示部（代表:フレッシャー３１００ ／ ＢＮＡＭＥ型）

7セグメントＬＥＤ

ポンプ毎

運転ＬＥＤ

ポンプ毎

故障ＬＥＤ

電源ＬＥＤ

水位警報ＬＥＤ

制御ポンプＬＥＤ

受水槽No.ＬＥＤ

運転選択ボタン

表示内容ＬＥＤ

省エネＬＥＤ

異常ＬＥＤ

運転スイッチＬＥＤ

Ｅボタン

表示切替ボタン

ブザー停止・警報解除ボタン

設定ボタン

運転停止スイッチ

水槽選択ボタン

運転モードＬＥＤ

▲ボタン ▼ボタン

ＮＦＣアンテナ部

Copyright(c) Ebara Corporation, All rights reserved18

フロースイッチ
流れている水量を検知するためのセンサーです。
１．一定量以上の水が流れるとフラッパー（②）が上がります。
２．フラッパーに付いている磁石（③）がリードスイッチ（⑤）から離れることにより
スイッチが切れ、OFF信号を出力します。

３．水の流れがなくなると、フラッパーが下がり、スイッチが入りON信号を出力します。

【リードスイッチ】
■構成部品の紹介

4.代表的構成部品とトラブル事例

Ｏリング (G35)9

ビス8

コネクタ7

キャプタイヤケーブル6

リードスイッチ5

ピン4

マグネット3

フラッパー2

ボディー1

部 品 名番 号
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■トラブル事例
フロースイッチ異常を発報。

［発生概要］
新設試運転、水槽清掃後に於いて運転再開時に発報。

［発生原因］
本来、ポンプの運転（水の流れ）に伴い、内部フラッパーが上がらなけ
ればならないが、下を向いたままのため発報。
エアロックに依る吸上げ不能や、異物に依るフラッパ―の動作干渉など
が原因となる。

［対処方法］
・呼び水の実施。
・フラッパ―部の異物の除去。

16 17

18 19
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吐き出された水がポンプ側に逆流しないよ
うにするものです。
チェッキ弁（プレートチェッキ弁）はそれ
ぞれ吐出し集合管の中に組み込まれていま
す。

スプリング押え347

ブッシュスリーブ314-1

弁棒付弁体304

弁座プレート303

吐出し配管174

Ｏリング115

コイルスプリング102

部 品 名番 号

チェッキ弁
（逆止弁）

■構成部品の紹介

〇

×
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■トラブル事例
フロースイッチ異常を発報。

［発生概要］
水槽清掃後に於いて運転再開時に発報。

［発生原因］
チェッキ弁（逆止弁）は、流れ方向に対して開閉するが異物の干渉や、
弁体の経年劣化などに依って正常に開閉できない結果、ポンプの運転状
況とフロースイッチの動作が相反する結果となるため、当該警報を発報
する。

［対処方法］
・弁体動作部の異物の除去。
・チェッキ弁の交換。
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圧力を電気信号に変換し、その電圧出力によりポンプの制御を行います。
圧力センサ

内部の構造は、薄いステンレス板があり、この上
部にセンサ素子が溶着されています。圧力に応じ
てステンレス板が歪むので、基板部の電子回路で、
この量を電気的にＤＣ１～５Ｖに変換します。

0

1

2

3

4

5

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

電
圧

 (
V

)

圧力 (MPa)

■構成部品の紹介
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圧力タンク

主にポンプ停止中の配管内の圧力を保持するために使用されます。
内部はゴム（ダイヤフラム）により２つに分離されており、上部に
は空気、下部には水が入っています。

空気

水
水

空気

ダイヤフラム

圧力【小】 圧力【大】

ポンプ停止時はこのタンク
の圧力によって、配管内の
圧力を保持します。
タンク内の空気が抜けると
圧力を保持できず、インチ
ングの原因になりますので、
空気圧は定期的にチェック
が必要です。

圧力タンク内に水が流れ
込むと、上部の空気が圧
縮され、それによりタン
ク内の圧力が高くなりま
す。

■構成部品の紹介

20 21

22 23
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■トラブル事例
始動頻度異常（過多）を発報。一旦解除するも、短期間で再発。

［発生概要］
圧力タンク内の空気室内の空気圧が減少したため、圧力水の備蓄
ができないため、少量の水の使用でもポンプが再起動してしまう。

［発生原因］
本来、少量の給水需要に対しては予め圧力タンクに蓄えられた圧力
で対応。（ポンプは停止したまま）
圧力タンクに於いて、空気圧不足やダイヤフラムの破損が懸念される。
尚、空気不足は、ダイヤフラム自体の寿命低下を招く。

［対処方法］
空気を補給する。
ダイヤフラムが破損している場合は、圧力タンクを交換する。
※補給すべき圧力（封入圧）は、取扱説明書で案内。（機種毎）
※補給方法は、取扱説明書で案内。
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ご参考資料（フレッシャー３１００ ／ ＢＮＡＭＥ型取扱説明書より）
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配 管 吸込み配管（流し込みの場合） 陸上ポンプ

⑤ストレーナがない ⑤潜没深さ不十分

③仕切弁がない
④フレキシブルパイプがない

①吸込み配管はポンプごとに独立
していない（吸込み管の共用）

②曲りが多い

②凸部がある

（空気溜り）

5. 設置環境での注意事項
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配 管 吸込み配管（流し込みの場合） 陸上ポンプ

⑤ストレーナ

（受水槽内の残
留物対策用）

⑤充分な潜没深さ
（２D以上）

※D＝配管直径

③仕切弁
（ポンプ点検用）

④フレキシブルパイプ
（振動絶縁、地震対策）

①吸込み配管はポンプごとに
独立して設置する

24 25

26 27
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配 管 吸込み配管（吸上げの場合） 陸上ポンプ

⑥潜没深さ不十分
（空気の吸込み）

⑤フート弁

①吸込配管の共用はしない

（停止中のポンプが負圧となり、軸封
部から空気の吸込み）

⑧吸上げ高さは最小とする
（吸込能力以上の吸上げ

は不可）
③仕切弁は設けない

（空気の吸込み）

④球型フレキ

（空気溜り）
②曲りが多い

（配管損失大）

②凸部がある

（空気溜り）
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配 管 吸込み配管（吸上げの場合） 陸上ポンプ

②横引きは５m以内

ポンプに向かって上り勾配（１／１００以上） ⑥空気を吸込まない潜没深さ

（深さ２D、底面から１～１．５Ｄ）

⑤フート弁

①吸込配管はポンプごとに独立して設置する

⑧吸上げ高さは最小とする

③仕切弁は設けない

④ストレート型（筒形フレキ）
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配 管 吸込みヘッダー（吸上げの場合） 陸上ポンプ

②吸込ヘッダを設けて受水槽間の
吸込配管の兼用は絶対にしない

ポンプ

ポンプ

吸込ヘッダー

フート弁

逆止弁

ポンプ

①１台運転中に停止中の他の１台の
ポンプ内部は負圧になり
軸封部から空気を吸込でしまう
逆止弁を設けてもあまり
効果がない
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配 管 吸込みヘッダー（流し込みの場合） 陸上ポンプ

①吸込ヘッダーは原則的に吸込側配管
には使用しない

吸込ヘッダー

②吸込ヘッダーは空気溜りができ易いので
ヘッダー上部から、ポンプ毎に引抜くよう
にする

充分な高さ

ポンプ

28 29
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6. 警報内容（フレッシャー３１００ ／ ＢＮＡＭＥ型 取扱説明書より）
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7. 定期点検の要点
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8. 定期整備の要点
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ありがとうございました。

36


